
渥美半島の戦争遺跡

259

23

42

1
2323

1

田原市

太平洋（遠州灘）

伊良湖射場

福江観測所

山田の陣地

外浜観測所 伊良湖水道機雷封鎖監視所

和名山の陣地

２８糎榴弾砲陣地

蔵王山の陣地

笠山の機関銃陣地

一色機関銃陣地
越戸の陣地

鬼堕の陣地

野田の監視哨

高松の陣地

赤羽根漁港

伊良湖岬
　　灯台

三河湾

伊勢湾

蔵王山

大山

（
護ご

き
ょ
う京
）が
進
駐
し
て
き
ま
す
。こ
の
部

隊
に
よ
り
、恋
路
ヶ
浜
か
ら
堀
切
海
岸
に

か
け
て
、戦
車
の
侵
入
を
防
ぐ
戦
車
壕
や

軍
艦
か
ら
の
砲
撃
を
避
け
る
待
避
壕
な

ど
が
掘
ら
れ
、陣
地
が
構
築
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
、一
色
機
関

銃
陣
地
や
伊
良
湖
水
道
機
雷
封
鎖
監
視

所
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
な
ど
か
ら
戦

争
時
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、笠
山
の
機
関
銃
陣
地
、蔵

王
山
の
陣
地
、高
松
の
陣
地
な
ど
が
あ

り
、坑
道
や
壕
跡
が
残
って
い
ま
す
。

と
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
19
年（
１
９
４
４
）、渥
美
半
島

に
は
、岐
阜
県
の
方
を
中
心
に
名
古
屋

で
編
成
さ
れ
た
第
七
十
三
師
団（
怒い

か
り

）が

進
駐
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
怒
部
隊
に
よ

り
、日
出
町
の
骨
山
付
近
に
機
関
銃
と

野や
ほ
う砲
の
陣
地
が
造
ら
れ
、堀
切
町
の
城
山

に
は
野
砲
が
備
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、太

平
洋
側
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、タ
コ
壺
と

呼
ば
れ
る
一
人
用
の
塹ざ

ん
ご
う壕（
銃
撃
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
使
う
穴
）や
陣
地
が
掘
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、伊
良
湖
岬
地
区
に
は
、太
平
洋

戦
争
の
末
期
の
昭
和
20
年（
１
９
４
５
）、

福
井
県
・
滋
賀
県
の
方
を
中
心
に
敦
賀

で
臨
時
編
成
さ
れ
た
第
百
五
十
三
師
団

◇一色機関銃陣地
和地町の磯浜には、岩をくり抜いたコンクリート造
の弾薬庫が残り、右奥の岩礁には銃座がありました。

◇伊良湖水道機雷封鎖監視所
日出町の日出園地には、海軍の防備衛所があり、コ
ンクリート基礎と防備衛所跡の石碑があります。

◇28糎
せんちりゅうだんほう

榴弾砲陣地
伊良湖町の宮山の東麓
に、直径９ｍの砲座跡が
あります。

水
際
作
戦
で
造
ら
れ
た
陣
地

●伊良湖射場にあった28糎榴弾砲

■渥美半島の主な戦争遺跡図
　※この図は、「愛知県史 別冊 文化
　財１ 建造物・史跡」などをも
　とに作成したものです。

昭和渥
美
半
島
に
残
る
戦

争
遺
跡
に

は
、伊
良
湖
射
場
関
連
施
設
の
ほ
か
、太

平
洋
戦
争
の
本
土
決
戦
を
防
ぐ
た
め
の

水
際
作
戦
で
設
け
ら
れ
た
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

渥
美
半
島
に
お
け
る
水
際
作
戦
の
主

な
任
務
と
は
、本
土
決
戦
に
備
え
、太
平

洋
の
沿
岸
線
に
陣
地
を
築
き
、敵
の
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
で
し
た
。こ
の
作
戦
は
、「
敵

は
日
本
分
断
を
ね
ら
い
、渥
美
半
島
に
上

陸
す
る
。恋
路
ヶ
浜
に
上
陸
し
西
ノ
浜
に

飛
行
場
を
建
設
す
る
」と
い
う
判
断
の
も
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